
，
，
喜
’
－
，
　
メ
ハ
ρ
轟
「
　
？
覧
コ
，
　
4
　
　
，

ぱ
i
■
き
q
1
／
5
　
　
、
，
㊨
，
　
　
．

‘
　
’
　
　
　
し

F

Y
v
　
k

r

w
r
迎
爾
弓
賓

　
　
　
　
　
勺

f
，
t
蔓
　
　
　
▲

’

〆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
z
a

看
蓼
図
勇
に
：
、
・
・
し
ξ
あ
り
ま
詠
、
其
の
費
9
想
オ

脂
宮
の
“
展
斑
を
統
じ
π
目
れ
ば
な
ら
に
且
く
、
各
保
食
所
共
好
ル
を
け
く
し

な

い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
て
、
有
々
入
川
児
命
ω
増
加
の
一
途
な

　
　
（
田
代
の
紗
人
パ
の
九
割
を
占
め
る
一
辿
っ
て
K
り
ま
・
ノ
。

　
恨
隈
の
粁
済
が
苦
し
く
購
以
力
が
“
　
貝
の
ヵ
に
鍛
近
に
な
つ
て
、
君
民
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
え
る
と
、
必
然
旧
に
商
｝
も
工
場
も
幼
児
教
☆
に
対
す
る
、
孤
解
と
関
心
か

　
振
わ
な
く
な
り
、
村
4
仏
の
叶
羊
か
急
速
に
高
ま
り
つ
＼
あ
る
こ
と
は
、
田

．

sl
一

τ
　
　
式

●

マ
　
　
　
「
　
」
　
　
　
　
－

P

ー
．
t
t
－
．
．
b
－
．
－
－
v
．
s
v
．
“
u
－
r
v
n
t
ー
7
t
n
－
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田

霧
離

　
　
　
ぞ
イ
　
ハ
ゴ
ま

の

ド囎
轟
麟

発

齋
㎜

私
達
の
生
活
は
も
つ
と
良
く

な
ら
な
い
も
の
で
し
よ
う
か
？

『
若
い
娘
の
心
か
ら
遠
ざ
か
り
つ
s
あ
る
、
田
代
の

農
家
の
在
り
方
を
あ
な
た
は
ど
う
お
考
え
で
す
か
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
先
月
号

の
小
紙
で
継
顯
畏
の
聞
小
　
今
H
の
よ
う
な
恨
低
の
、
み
じ
め
な
生
で
沮
画
を
品
て
・
目
分
で
立
て
礼
8
1
画
し
よ
う
か
。

蹴
議
議
鱗
議
縷
織
酬
運
‥
蹴
鱒
躍
‥
竺
鞠
議
◎
ぽ
璽
蜘

の
加
川
が
川
ぷ
居
り
音
し
洗
が
、
敏
に
と
森
加
ソ
る
人
κ
ら
ば
、
常
ゼ
頭
も
体
を
し
て
囮
か
な
の
れ
ば
な
り
ま
ぱ
ん
。
　
l
う
少
し
川
代
の
鰻
※
が
W
か
な
4
活
に

て
居
り
￥
す
。

　
人
の
乱
て
た
創
画
や
桐
図
し
よ
つ
て

一力
的
に
仇
き
さ
一
刀
寸
れ
ぱ
艮
い
職
茅

な
ら

は
ま
だ
し
も
、
卯
を
使
つ
て
U
分

耐
え
得
る
だ
け
の
、
休
力
の
鍛
普
出

来
て
居
り
ま
す
の
て
、
体
力
の
点
て
礼

閤
題
ば
ぷ
り
ま
せ
ん
が
、
頭
の
鍛
⑭
が

ど

う
し
て
も
不
足
勝
に
方
る
と
汀
う
声

け
、
今
待
お
互
い
に
、
相
当
打
剣
に
考

え
な
り
れ
ば
な
b
な
い
、
大
き
π
問
題

点
た
と
思
い
ま
づ
。

　
性
民
の
隼
り
に
は
、
押
倫
め
い
た
判

1か
し
い
話
よ
り
も
、
子
似
つ
ぽ
い
他
あ

い
も
な
い
話
の
力
が
受
n
が
艮
い
の
い

幼
い
頃
か
ら
の
、
動
の
孤
錬
が
兄
ら
才

に
、
W
か
し
い
小
を
拶
え
る
能
力
が
不

妃
し
て
居
る
か
ら
だ
ノ
思
い
ま
す
“

一
私躍
家
留
は
・
果
し
て
目
盆

の
．
＋
供
に
、
．
＋
孫
F
、
貝
の
第
の
舞
を

￥
J
J
て
良
い
の
で
し
よ
う
か
、
其
れ
で

は
聴芹
何
時
迄
た
つ
て
も
、
み
じ
め

な
職
業
、
苦
し
い
職
辛
と
し
て
の
城
を

脱
ー
る
巾
は
川
来
な
い
の
て
は
π
い
て

貫
の
普
た
と
田
い
ま
．
　
一
も
御
つ
て
、
蓼
男
力
、
ψ
休
亘
曇
賀
幼
い
禦
ら
し
て
i
f
t
・
れ
憂
・
・
U
、
曇
へ
去

画

騨
鍼
ぷ
寳
禰
鴇
購
顯
繍
凪
叩
一
、
な
郵
ぱ
慰
靱
轟
四
胆
繧
露
穂
渤
露
相
当

竃
酬
蹴
議
刷
継
懸
紗
□
蕊
鱗
籔
⌒
簗
躍
議
｛
繕
バ
‥
欝

門戸
体
を
仙
Z
ば
艮
い
よ
う
に
川
釆
U
ど
一
向
鵬
が
鷲
楽
に
な
ら
ポ
」
と
1
1
思
い
u
す
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
も
プ
少
し
、
灯
剣
L
x
h
　
；
〈
て
見
る
必
聯

て
居
り
、
什
巾
仏
璽
化
さ
れ
、
非
常
つ
た
、
耐
臥
の
名
い
鹿
革
し
か
出
来
な
一
ぴ
ハ
川
家
の
者
は
、
幼
い
圃
か
い
日
が
あ
萄
と
思
い
よ
t
s
o

仁
鮨
4
的
・
c
し
や
す
い
の
て
礼
り
よ
」
い
の
2
、
猟
ろ
当
然
ハ
事
だ
と
d
ヌ
汁
常
の
仕
事
在
通
じ
て
、
川
当
な
労
仙
L
一
話
い
脇
陥
七
C
1
1
法
し
た
が
、
川
代

が
、
肋
ザ
け
川
両
も
労
仇
も
、
全
て
日
一
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

t

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
代
の
膿
輩
が
陥
に
比
収
し
て
川
当
一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水

稻

の

施

肥

分
C
し
な
り
れ
ば
な
ら
κ
い
所
し
貝
の
一

裡
刊
件
が
ふ
り
、
貝
の
紗
W
な
川
に
経
湘
く
れ
て
居
ζ
、
腔
寧
の
生
循
秒
μ
が

僻
の
処
か
し
さ
か
ぶ
る
の
て
あ
り
ま
3
謂
レ
低
い
の
け
、
川
代
の
ー
川
納
や

　
何
晒
も
川
／
5
の
偏
仙
つ
ご
川
ろ
、
旦
合
風
の
サ
い
ほ
か
り
r
な
く
、
渦
云
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

謂
g
神
労
仙
呂
ω
、
自
然
休
力
が
低
ヨ
ピ
ぽ
が
、
蜘
力
休
五
の
腱
辛
て
汀
く
、

し
て
、
筋
肉
川
肋
に
い
向
か
κ
く
π
り
　
川
」
り
も
休
ー
川
八
卒
m
い
ん
、
佃
駄

何
川
も
休
ノ
リ
±
仙
う
筋
肉
労
仙
者
1
1
一
仙
き
の
句
い
肝
F
を
営
ん
C
居
た
か
い

：

xe弘
g
ト
し
て
、
響
畠
卿
三
ほ
κ
い
C
し
よ
う
か
。

IS＄
K
’
－
7
へ
　
：
E
　
2
3
向
か
κ
く
κ
る
一
”
仙
仁
征
鋭
る
者
は
、
と
も
」
れ

の
ビ
あ
り
コ
」
。
　
　
　
　
　
　
　
　
一
U
川
〃
蜘
る
t
～
が
、
お
つ
く
う
ー
な

　
爪
抑
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
）

　
児
肇
の
発
展
策
の
第
一
は
、
膿
民
の

頭
を
つ
く
り
、
経
陪
を
へ
口
押
化
す
る
こ

と

て
あ
る
．

　
農
民
の
頭
を
つ
く
ろ
に
は
、
犬
人
に

な
つ
て
か
ら
帽
な
かく
困
別
て
あ
る

か
ら
、
出
来
る
だ
U
幼
児
の
肘
代
か
ら
一

as体
と
共
に
、
頭
姦
碗
す
詞
饗
一

つ
く
つ
て
槻
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（幼
児
教
育
の
人
切
な
所
以
で
あ
る
）

　
幼
児
肘
代
か
ら
頭
を
練
る
習
搬
を
つ

v
る
に
は
ど
つ
す
れ
ば
艮
い
か
、
之
が

此
処
に
取
り
上
げ
た
閥
頒
の
1
0
C
あ
り

双
剣
に
芳
え
て
頂
か
な
り
れ
ぱ
な
ら
な

い
点
だ
と
｛
い
＋
ず
。

　
幼
児
孜
禽
の
振
興
を
図
る
に
は
、
先

代I
永
ぷ
の
発
齪
の
為
F
勇
常
に
親
ぱ

し
い
呼
だ
と
思
い
ま
f
。

　
〈
，
年
度
は
特
ピ
、
打
婦
人
会
の
頂
嬰

譲
題
と
し
て
、
幼
川
改
育
の
刷
題
が
取

り
F
「
げ
ら
飢
、
之
か
仲
▲
口
川
設
V
推
弧

運
鋤
に
ま
で
発
展
し
つ
＼
あ
る
Ψ
は
、

輯
に
劃
期
的
な
出
来
事
で
あ
る
と
伯
じ

ま
t
s
o

　
一
口
に
W
汀
園
と
申
し
ま
し
て
も
、

場
所
の
問
題
、
経
殿
の
問
題
、
入
の
間

題
斜
〃
幾
夕
い
困
鄭
な
四
題
が
川
積
し
て

居
る
の
ε
あ
り
ま
し
て
、
之
等
の
問
題

を
解
が
せ
ず
し
て
、
押
台
園
の
殴
V
は

あ
り
得
な
い
の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
l

と

て
も
、
介
打
民
の
卯
解
の
あ
る
協
力

と
姦
が
あ
れ
ば
、
丈
現
小
可
能
な
田

一
と

か
、
先
決
閻
題
ん
と
思
い
ま
虜
。
　
此
の
r
し
U
い
郷
ト
の
発
展
を
願
う
お

　
公
民
館
己
は
大
人
の
幼
吋
教
台
に
対
目
伊
力
の
門
心
が
、
現
足
の
湊
と
な
つ

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

r
る
、
那
梛
と
関
心
を
商
め
る
i
力
Y
て
顕
わ
如
る
日
の
、
I
目
も
：
－
か
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
と

し
て
、
期
川
ω
わ
つ
か
r
日
間
位
し
こ
と
生
祈
念
し
つ
つ
此
の
稿
を
れ
し
注

ぼ曽
す
が
、
川
襟
期
剰
用
し
「
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん

喪
繁
W
育
川
を

村
内
の
卿
川
々
々
　
　
　
　
侭
品
館
1
Ψ
　
小
川
兵
一

仁
澗
り
、
部
浩
か
ー
体
と
な
つ
て
之
が
一
　
　
　
凸
O
　
　
　
凸

ぷ
M
械
在
図
つ
て
p
ら
つ
て
ヂ
つ
ρ
の
C
．
　
　
　
　
曹
　
　
　
密

鷲
鍵
桝
蕊
鰭
竪
欄
鮫
腸
蝋
雛
霞
瞭

A
　
S
I
ハ
，
t
・
V
S
I
n
一
n
y
l
l
－
、
i
i
t
r
t
O
t
P
t
”
一
l
－
’
v
v
，
｝
t
　
”
．
t
p
”
I
’
U
i
－
V
l
e
・
U
t
V
V
I
t
l
M
l
t
l
l
t
V
l
；
l
l
r
v
一
”
l
r
v
（
p
－
r
v
b
e
n
r
v
t
一
・
　
r
e
一
n
・
p
t
l
　
T
「
’
n
t
t
t
・
w
w
ε
・
ー
二
3
＝
°

設
計

を
立

て
ま
し
よ
う

　
販
九
肥
料
の
絶
制
が
惰
孔
．
÷
れ
．
L
微
　
（
ハ
）
い
つ
パ
ん
k
－
カ
＄
L
e
　
T
s
？
か
、

午よ
冬
川
汽
、
化
学
砦
の
生
芸
三
パ
に
論
ー
」
”
征
誘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

w
が
需
以
－
＿
．
s
e
2
　
，
J
、
い
ろ
酉
力
法
、
々
、
曽
の
拶
・
見
’
」
、

い
ろ
力
新
し
い
肥
判
が
口
情
－
販
売
さ
こ
の
点
ガ
ま
ず
か
つ
礼
と
バ
う
点
は
な

れ
る
搾
に
な
り
音
し
礼
。
　
　
　
　
　
一
か
つ
た
C
し
」
う
か
。

令
W
駕
ω
う
，
／
、
湯
命
い
牲
の
・
c
曽
手
が
、
魏
た
蒙
男
ぼ
蔀
出
・
罐
2
し
日
拙
み
肥
芝
吉
、
生
の
や
藁
川
ハ
・
耐
鵠
ハ
九
’
　
：
g
r
－
＝

の稗
若
有
S
t
－
、
聖
仙
う
あ
一
」
ノ
に
略
け
、
聾
忠
川
炭
わ
戸
稀
の
肥
料
叢
担
し
・
－
那
の
げ
夕
反
菅
牌
い
点
、
餐
覧
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
な
つ
て
い
寸
」
。

ぽ
橘
醗
鮎
嬬
治
一
肋
川
ぱ
㎜
辮
雛
蒲
票
認
蕾
競
ぱ
鱗
ぱ
π
鋸
6
6
烈
藻
羅

せ
ご
居
6
か
い
、
非
礼
に
高
膨
π
都
幽
帥
も
同
じ
V
A
ー
し
　
J
i
j
v
必
曝
か
あ
訓
川
を
い
ハ
し
7
と
κ
川
か
必
嬰
L
氾
一
を
郁
似
の
π
し
ー
う
F
い
れ
げ
L
い
わ

が
川

∨
．
勺
の
C
ゐ
句
ま
づ
が
、
こ
と
P
り
牛
d
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
れ
て
い
る
～
も
云
え
ま
し
」
、
つ
。

草

1
り
ω
、
卯
五
仙
つ
剤
陶
も
、
仏
五
　
ー
抗
労
仇
i
彷
那
し
ご
居
九
い
も
の
そ
こ
L
今
η
の
稲
れ
れ
肥
料
ε
礼
こ
る

S
う
労
切
融
ご
白
S
て
し
な
U
れ
い
が
、
旧
た
汰
r
”
業
等
ー
初
巾
寸
る
と
に
ρ
げ
り
て
・
嬬
こ
と
を
、
｝
、

・

κ
ら
な

t
、
川
謂
ラ
ニ
リ
を
汕
し
力
疲
れ
や
す
〆
・
、
而
互
伊
ラ
こ
－
L
慣
9
ー
ベ
k
い
と
川
い
r
S
．
e
e

い
れ
い
な
、
1
1
π
い
所
ー
、
1
1
0
特
卯
償
　
t
川
な
し
も
の
が
、
問
た
げ
人
ム
合
馬
じ
「
，
↑
副
）
牢
の
n
判
・
ど
」
こ
川
期
旬
に
州

が
あ

い
、
困
叩
判
が
い
る
こ
・
ほ
・
巴
吐
川
肺
し
こ
詩
－
川
を
仙
、
－
、
仕
o
し
れ
こ
燗
怖
に
存
し
ま
4
．

1’

に
涌
り
t
．
2
s
－
t
・
T
o
　
I
ナ
－
り
か
”
，
つ
」
臓
労
を
お
日
え
か
～
　
　
九
づ
加
肥
と
パ
う
弔
を
分
け
こ
見
ま

打
の暴
あ
、
・
じ
莞
能
上
蓼
袈
が
、
聖
休
も
糀
霧
し
す
と
．

あ
葉
じ
白
ξ
と
の
Ψ
る
人
竺
・
塘
蒔
控
、
脾
物
に
C
ピ
旦
ハ
f
三
左
特
を

型
L
3
κ
、
・
と
え
蒙
し
あ
？
c
・
下
の
だ
－
J
i
l
r
：
“
k
を
、
謙
に
鵠
し
ニ
ロ
）
レ
あ
位

り
て
古
が
、
こ
の
κ
め
い
い
：
分
の
田

の
ー
の
性
質
ろ
一
よ
く
の
み
こ
ん
て
お
く

述
｝
こ
と
ゲ
人
切
こ
”
e

　　　　　　　　　　　　　　一

施
肥
料
の
き
め
る

方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

”
J
L
一
哩
素
る
合
叩
的
に
配
合
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご
施
す
ー
が
培
囲
ー
蹟
ム
川
嬰
π
事
ω

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
か
り
ま
し
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
般
し

窯
韓

m
川ぽ
（
筈
、
・
纏
だ
け
摺
け
の
欝
短
竪
影
の
㌍
弓
か
ら

施
き
κ
い
リ
九
，
と
水
稲
の
助
合
の
成

緒
が
川
こ
お
り
L
J
。

　
一
力
畑
n
の
麦
に
於
い
て
は
、
卯
繋

区
在
一
〇
〇
と
し
こ
無
肥
料
二
ご
一
、
無

◎
水

稻

一、
苗
代

（イ
）
苗
代
川
虫
礼
防
除

　
農
林
省
本
年
度
第
一
阿
爾
虫
告
発
牛

予
報
の
稲
娯
洞
、
ソ
マ
ク
ロ
摺
註
の
発

牟
飴
報
出
る
。

防
除
は
部
落
又
地
城
八
同
て
第
一
回
播

何
後
一
週
間
目
か
ら
D
D
T
乳
剤
水
［

斗
に
ガ

カ
ヅ
キ
1
1
‘
杯
、
厚
当
三
斗

第
二
回
、
第
三
回
十
日
憎
に
弟
l
l
l
回
は

稲
熱
病
の
予
防
と
し
て
水
銀
ポ
刀
ド
ゥ

を

リ
カ
ヅ
キ
一
杯
在
P
D
T
レ
れ
ぜ
る

略馴
認
鵠
蘇
W
μ
㎜

代
の
水
ロ
四
分
付
に
り
り
抑
当
り
一
ヂ

撤
布
す
る
。

（
ハ
）
齢
代
の
川
肥
、
硫
万
坪
当
り
五

匁
、
苗
取
り
L
日
肋
前
に
砂
又
け
水
に

溶
か
し
て
施
す
。

六
　　　　ト

月！
　　　　　s

の｝

曲1
蔑だ

作　　　　5
業｛

I
v
、
貝
の
外
植
付
隔
に
堆
肥
こ
○
○
貫

　
頂
バ
K
、
塩
加
亘

◎
ル
ー
ビ
ン
の
播
種

拓
用
ル
ー
じ
ン
の
れ
穫
は
今
月
下
旬

肥
樽
切
の
苗
代
記
り
、
　
　
　
　
　
一
（
口
）
符
植
本
葉
四
ー
五
枚
の
時
パ
一
が
牧
絶
の
㎡
期
で
淋
る
。

（1I）
稗
抜
き
、
稗
は
稲
よ
り
祇
が
細
月
ド
旬
、
哨
口
L
／
F
1
7
、
株
閲
五
寸
収
花
後
は
特
に
癌
照
力
人
切
で
、
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

π
く
、
濃
．
呂
い
o
、
　
ご
藷
、
一
株
申
釆
宛
　
一
べ
く
早
く
簸
評
芒
な
い
・
・
発
劣

恒
謬
難
磯
く
幽
取
劉
熱
藁
四
貝
碧
｝
鷲
蕊
翼
乾
燥
し
て

い
地
帯
け
一
〆
を
・
火
血
撒
布
と
p
る
。

◎
陸

稻

（
イ
）
巾
耐
除
白
摺
彼
一
ケ
月
付

経
つ
仁
ら
早
日
ゼ
、
l
間
況
4
1
は
刈
［
取

一管
に
　
　
・

1］、
田
栢

　
　
　
　
　
　
　一

◎
甘

　
藷

　
　
　　
．

（イ
）
冷
水
田
、
澱
川
は
『
条
並
九
植

駕
＋
z
a
w
e
c
e
1
L
e
n
寸
・
　
g
’
巾
［
（
イ
）
輿
熱
の
§
莞
§

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら

人
寸
、
株
問
虫
勺
三
条
　
　
　
　
　
　
一

（
ロ

）
適
期
、
木
翠
四
－
五
枚
、
　
L
丈
　
（
ロ
）
苗
の
消
稔
、
ウ
ス
ブ
ル
ン
1
0

蕊
判
別
表
‖
の
叉
コ
鍵
ぽ
磐
藷

反
当

基
肥
硫
汝
斤
〆
熔
燐
八
〆
、
塩
加
弥
水
叉
は
下
躬
を

三
蓮
9
、
冷
水
で
褒
の
壁
（
三
爾
？
入
れ
、
e
付
s
二
＋

，

H
W
継
つ
た
ら
、
早
急
に
硫
汝
二
襲
と

「イ
聾
を

三
）
蒜
覆
用
の
馨

植
伯
互

川
位
励
に
穿
抑
秤
k
石
肇
翠

k
e
v
．
－
　
1
i
｛
i
t
v
e
．
）
；
v
g
e
＝
し
て
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N

分
牟
吸
収
寸
る
分
り
つ
期
に
利
川
さ
れ

る
と
い
わ
れ
主
づ
。

一轟
通
の
施
し
力
旧
植
前
に
t
s
ぐ
加

◎
疏

菜

（イ
）
人
糞
の
播
翻
、
七
月
に
入
る
と

乾
塀
つ
る
の
で
発
芽
力
が
落
ち
る
の
で

・
ハ
月
ド
‥
旬
’
惣
に
終
る
、
議
を
行
う
こ

と
（
ロ
）
瓜
刎
の
病
再
蝋
防
除

A
、
欝
虫
ウ
リ
パ
エ
、
砒
酸
鉛
を
水
一

斗
に
ご
∩
菊
展
特
剤
加
用

B
、
病
気
、
族
M
艀
、
ダ
イ
セ
ン
水
l

斗
ド
八
匁
、
民
冑
剤
川
用

敷
肺
の
励
行

0
、
綿
鈴
牌
の
敗
穫
、
哨
天
翻
き
後
に

政
穫
し
、
少
し
彪
畑
し
て
肪
蔵
寸
る
。

　
　
　
　
　
腔
茅
杵
及
貝
入
閑
寧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
t

り
津
と
加
：
－
は
蒙
と
い
L
る
懸
酬
酷
魏
騨

ど
れ
た
g
肥
引
を
必
娯
と
す
る
か
を
汚

え
て
施
さ
れ
ぱ
な
り
よ
せ
ん
。

肥
料
五
介
り
必
曝
と
し
な
い
生
百
時
期

に
多
厭
に
施
す
と
掘
け
献
弱
ゼ
な
り
、

の
茜
外
の
伊
給
を
つ
り
G
こ
と
、
叉
水

を
い
る
問
係
て
十
咋
ハ
哉
九
さ
如
こ
打

効
な
杏
分
が
出
て
く
ろ
こ
己
な
戸
か
い

日
秒
禦お
〃
右
と
な
り
、
病
虫
円
や
倒

伏
の
因
飴
ま
ね
き
、
か
ズ
つ
て
減
収
し
一

た

り
7
る
5
が
多
い
の
C
鼠
々
き
め
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

に
い
一
番
い
つ
か
い
な
も
の
こ
－
e
．
e
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

水
稲
W
一
石
4
百
す
る
に
U
必
要
な
や

菜
成
分
包
ど
由
位
吸
う
か
と
い
、
乎
す

満
艮
を
り
鼎
か
振
鰍
中
i
－
一
人
竺
臼
セ
ず
。

征
つ
て
　
．
白
山
斗
と
る
L
け
　
剖
汀
O

匁
か
必
搬
で
こ
れ
を
硫
安
し
換
騨
つ
る

と
村
r
　
i
胤
と
な
り
よ
ゴ
。

ま

す
と
、
玄
米
一
、
石
生
丙
す
る
ピ
必
捗

な
冗
は
燐
酸
C
四
〇
〇
匁
、
加
川
て
八

oO
匁
と
い
わ
れ
ま
づ
。

こ
れ
は
過
日

C
ご
輿
π
O
O
匁
、
塩
加

こ
　

ヲこ

窟
欝
彩
蓉
芸
2
｝
と

く《
u

簑
呈
九

凪
白
O
O
匁
に
あ
た
り
ぷ
す
が
、
一
耐
虫
q
パ
の
稲
牛
や
倒
仏
の
原
因
と
な
り
漏
水
川
は
捌
水
が
良
好
マ
W
肥
刀
r
欠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

1しこ
植
え
る
と
伽
か
四
割
し
か
稲
F
は
　
や
階
期
、
m
、
方
馨
に
誤
り
の
な
い

吸
牧
さ
れ
な
い
て

パ
棚
が
狽
出
と
な
り
l
よ
う
に
、
伽
駄
の
な
い
稲
竹
り
巧
」
や
つ

i一注
ソ
が
、
先
に
杓
触
れ
た
が
、
砂
価
ゴ
一
て
見
ヨ
よ
う
。

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
一
こ
の
資
ρ
が
酎
佃
さ
れ
る
頃
に
は
す
で

丁
る
の
一
、
衷
搬
布
C
追
肥
に
川
点
ろ
緬
控
咄
誘
い
躍

こ
の
よ

う
ゼ
加
肥
の
殿
創
を
合
刑
的
に

立
C
よ
う
と
づ
る
弓
は
な
か
な
か
む
つ

か
し
い
の
で
、
今
η
㎜
づ
肥
料
の
甜
如

般
に
反
当
玄
米
二
石
下
斗
任
と
る
に
ω
牛
育
淑
柑
夕
人
き
く
区
別
」
る
と
尿
碇
元
く
、
t
？
〈
水
稲
の
生
角
の
頁
れ
る
冷
水

摺
川
巾
三
皿
、
渦
舘
石
臥
．
∴
蛋
〔
日
扇
・
分
い
つ
期
・
・
4
殖
川
C
は
是
の
一
部
識
代
痴
し
ヰ
繁
と
存
y
づ
。

［
3
が
必
嬰
と
な
の
辛
寸
が
、
人
4
ー
の
生
授
〔
幼
穗
分
化
期
、
仲
長
、
期
、
川
稲
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
弗
ρ
ー
川
n
川
水
稲
W
棚
肥
榔
酷
η
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

b
な
小
漏
り
の
す
る
川
、
火
川
灰
ー
壌

の
冷
氷
を
受
け
5
加
帯
い
燐
酔
、
川
川

等
力
耐
初
に
な
る
t
が
高
い
の
て
、
憐

酸
、
加
叩
肥
料
を
多
目
に
や
る
の
が
L
t
．

い
の
C
、
瑠
川
巳
二
餌
過
石
て
十
狙
の

栢
準
を
M
て
る
。

肥
料
を
選
ぶ
時
の
注

意

期
、る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
一

η
臼
期
問
中
の
謬
聡
を
，
O
O
と
し
た
水
田
ー
加
し
、
分
解
ゲ
U
く
3
る
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

；
旧
、
活
ぷ
日
期
翫
察
口
杖
「
が
五
－
一
〇
％
が
水
は
り
目
ロ
V
植
血
前
・
よ
C
‥
那
ら
一
じ
る
。

麗
鷲
鞭
い
て
ハ
。
鷲
駕
簗
籠

一
ブ
こ
て
隅
ぷ
肥
柱
の
人
郎
分
は
栄
産
生
理
ζ
」
。

一戸
期
も
吸
わ
れ
る
の
こ
、
基
肥
レ
巾
点
拍
夏
の
頃
仁
κ
り
湿
度
か
」
る
ー
‘
、
そ

　一在
け
き
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
こ
れ
ま
て
1
1
壌
中
L
潜
召
し

つ
在
〃
幸
く
し
、
後
の
一
部
を
穂
肥
に
H
，
i
て
い
た
燐
酸
も
一
蔚
蒋
さ
れ
こ
犬

一

o
x
．
L
e
　
1
り
汁
づ
。

砂
n
や
ル
漏
り
の
け
げ
し
い
小
川
己
け
そ
w
こ
杵
頑
燐
配
は
今
猟
肥
～
ー
昔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
づ
。

［す
‘
1
か
人
切
C
あ
り
患
3
。
　
　
　
　
一
加
坦
肥
科
も
牟
育
初
期
L
名
で
、
吸
政

蟻
塑
り
裂
に
貧
め
む
石
肇
璽
菟
而
い
粛
A
・
は
移
示
し
し
ま
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
植
の
し
日
加
前
に
な
る
へ
ぐ
畑
敗
態
の
二
、
申
累
4
1
肥
れ

肥
料

名

A
、
勢

n
、
硫
〉
N

　
　
ヘ
　
ロ
　
ヘ
　
へ

t
　
t
s
－
T
4
f
，

　
、

箭V
J
j
麗
f
l
；

£
て
戊1

レ

つ
Aし

c
j

が
還
元
さ
れ
る
iU’

も

増

へ
1
，
1

　
秋
落
川
は
鉄
分
や
ア
ル
カ
リ
分
が
久
塾
、
準
の
4
脅
牢
β
く
し
て
有
効
分
U
一
サ
の
て

乏
し
た
状
他
に
あ
る
の
ご
パ
禦
、
石
灰

窒
素
の
よ
う
な
窄
素
肥
料
、
熔
成
燐
肥
わ
し
寡
づ

ト
ー
マ
ス
燐
胆
の
よ
う
な
燐
艘
肥
料
及

び
塩
加
の
よ
う
な
加
甲
肥
川
を
ぷ
ぶ
よ
沮
肥
に
璽
ハ
を
お
き
分
肺
の
回
数
を
加

う
に
し
ま
9
。

　
イ
国
の
卿
涼
試
鷺
の
賊
成
績
の

学
均
査
見
ま
ハ
と
’
水
嘱
こ
ほ
；
喫
繋
従
つ
て
稲
は
珈
力
こ
と
り
、
哀
い
肥
料
う
の
で
残
6
一
貫
h
O
O
匁
を
肥
料
し
個
人
」
巳
の
選
択
は
U
ず
か
し
い
の
て
、

桐
肥
料
て
n
っ
て
も
ユ
よ
り
か
π
り
牧
一
し
か
し
こ
の
臼
約
い
割
の
八
貫
斤
O
O
最
近
新
し
い
肥
判
」
し
て
化
厩
、
配
合
一
飛
い
U
ろ
へ
く
耶
打
が
ゴ
の
中
に
混
さ
れ
る
小
力
累
排
ー
い
ぱ
か
り
こ
な
・
、

間

の
高
い
こ

ド
か
わ
か
り
1
1
p
b

耀
藷
い
鴫
町
檬
誘
揮
5
8
⑭
霧
へ
く
汽
纏
融
誘
　
語

一
顯
鞭
ぺ
磐
競
運
漬
一
麗
詫
一
舗
曼
鱒
迦
鶴
緊
顯
鰐
↑
、
西
溺

冨
警
嬢
塞
瑠
琶
力
七
了
・
よ
う
．

一匁
位
ほ
，
。
い
次
左
b
の
窒
素
分
町
一
吸
が
敵
売
。
、
処
。
の
抱
如
ち
夕
い
の
、
霧
郵
曇
璽
嚢
わ
鷲
惑
璽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

こ
や
o
こ
と
ご
ホ
リ
t
i
．
t
e
。
　
t
し
ま
p
。

丁
る
に
は
硫
安
・
L
貴
が
必
嬰
・
亙

腿
協
＾
己
販
侶
さ
れ
る
化
W
、
配
分
肥
か

滴
正
ご
即
り
が
な
い
o

　
肥
料
を
施
す
時
の
注

　
意

こ

σ
T
t

料
の
七
剖
が
吸
牧
さ
4
1
る
と
い
わ
れ
主

8
。 ー
野
し
て
加
し
ま
撲
と
加
し
た
肥
一
し
カ
し
繁
す
地
帯
叉
は
本
打
の
水
田

そ
し

て

禽
施
肥
て
あ
る
と

鍛
も

窒
累

氾
月
野

る
o

の
よ

う
に
火
馴
鼠
化
七
壌
L
は
糸
肥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

に
J
割
S
し
後
の
三
杣
在
穂
肥
と
ー
こ
「
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川
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．
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／
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右
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経
済
課
よ
り
お
願
い

’

◎
紡
毛
工
場
に
つ
い
て

　
　
卯
ド
に
も
一
つ
か
1
1
つ
と
肯
う
U
派

な
紡
毛
工
場
が
本
村
の
高
等
苧
栓
内
に

出
※
て
操
皐
し
て
居
る
こ
と
け
皆
様
勘

に
御
派
知
の
涌
で
あ
り
」
す
。

　
　
工
瑚
の
機
械
は
熊
本
県
川
鹿
市
の
羊

毛
加
工
場
か
ら
特
別
契
約
を
以
て
中
古

晶
を
導
入
し
た
も
の
で
あ
り
t
t
5
－
）
て
勅

毛
の
機
械
と
致
し
ま
し
て
は
優
秀
な
も

の
で
あ
り
ま
す
（
現
今
は
大
挙
が
ソ
毛

機
に
切
縛
え
ら

れ
る

趨
勢
で
す
が
）

毎
日
六
、
七
名
の
女
工
さ
ん
が
騒
費

の
中
に
か
いぐ
し
く
”
仇
い
て
居
り

汚
毛
か
ら
況
毛
ー
紡
毛
▲
り
1
編

方
－
線
付
ー
染
色
等
の
一
貫
作
業
は
此

の
へ
ん
で
は
珍
ら
し
い
科
詳
営
が
行

わ
れ
て
居
り
ま
す
。

　
製
晶
は
昨
年
は
初
度
操
業
で
も
あ
り

不
馴
れ
も
あ
り
ま
し
た
が
細
部
の
欠
点

は
若
干
あ
る
に
し
て
も
立
派
な
も
の
が

安
価
に
川
来
て
一
股
に
畜
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。
本
年
は
昨
年
の
不
棚
を
補

い
更
に
研
爾
熟
し
て
皆
様
の
御
期
待

に
副
う
へ
く
心
掛
け
て
居
り
ま
す
か
ら

一層
の
御
利
用
を
お
願
申
上
ま
す
。

昭和30年度

委

経
済
課
長

湯

ノ

友
の
校
な
纈
C
お
望
に
よ
っ
て
汚
毛

と
拠
竃
｛
換
致
し
ま
つ
。

　
一
般
の
方
々
も
純
毛
品
の
兄
派
な
各

何
品
物
が
市
価
よ
り
も
や
す
く
て
い
つ

谷

秀
　
吉

緬
孕
1

秀

篇
ほ
別

裂
f
Z房
馨
系
繁
｛！；t

焉
皇

か
ら

遠
慮
な
く
い
つ
で
も
M
完
つ
て
見

て
い
た
た
き
た
い
と
思
い
ま
す
e

す
が
農
尿
で
は
金
は
使
わ
な
く
と
も
工

夫
に
よ

つ
て
立
派
な
栄
恭
鍵
が
孤
れ
ま

す
か
ら
奥
様
力
ど
う
ぞ
腕
を
振
つ
て
立

波
な
お
献
M
で
家
族
の
健
康
を
守
っ
て

て巖
売
す
姦
に
な
つ
て
管
ま
旦
5
て
下
さ
い
。

◎
栄
養
食
を
撮
り
ま
し

　
よ
う

　
愈
々
騰
繁
期
と
な
り
日
貰
く
夜
が

短
く
気
候
は
暑
く
な
つ
て
l
年
巾
で
一

審
疲
労
す
る
苗
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
か

◎
道
路
や
川
は
自

分
達

　
の
も
の

一長
す
が
華
什
て
な
く
臼
分
の
も
の
五
白

至
す
る
の
て
き
い
手
禦
姦

」

収
さ
れ
る
と
な
れ
ば
向
川
ろ
こ
と
で
ご

ざ
い
よ
す
か
ら
切
に
御
協
力
方
お
願
す

る
次
第
た
あ
り
法
す
。

◎
技
術
員
の
巡
回
指
導

に
つ
い
て

近
頃
よ
v
聞
e
、
声
に

（
イ
）
此
の
頃
の
藷
は
ち
つ
と

も
回
つ
て
来
な
い

（ロ
）
佃
の
技
術θ
m
も
知
ら
な

　
い（ハ
）
60

々
は
ど
こ
は
か
り
行
つ
て

他
の
人
の
家
に
は
行
か
な
い
特

ら

碧
苔
摺
遜
饗
姦
晃

芸
義
9
蕩
雲
健
も

露

緩
轟
芒
て

智
ま

a
z
’

穣

気
で
楡
快
に
田
植
呼
を
済
ま
せ
ま
し
よ

う
。　
木
年
は
幸
に
襲
と
望
郡
が
順
調
に
牧

穫
出
粟
ま
し
た
か
ら
麦
は
粉
食
混
食
等

で
色
々
工
失
し
川
原
の
ウ
ド
ン
工
場
等

で
変
換
の
方
法
も
あ
り
。

　
望
郡
油
は
色
々
な
テ
ン
プ
ラ
野
※
い

た
め
又
は
味
噌
汁
に
入
れ
た
り
・
使
い
途

が
沢
山
あ
の
ま
す
。

　
山
羊
乳
も
沢
山
出
る
弔
で
ご
ざ
い
ま

し
よ
う
馬
鈴
璃
も
沢
山
穫
れ
そ
う
で
す

託

加

工

案
　
今
年
も
叉
雨
棚
に
入
り
災
害
の
時
期
一
御
も
つ
と
も
な
肯
葉
で
あ
り
ま
し
て
郡

に
入
り
ま
し
た
。
名
所
の
河
川
は
は
ん
一
堤
そ
の
報
な
事
も
あ
る
か
と
も
存
じ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ら

ん
p
る
し
橿
欠
芒
ま
す
。
旦
す
、
禦
知
の
様
に
今
の
世
の
中
夢

れ
は
県
道
だ
か
ら
県
が
す
る
だ
ろ
う
、
｛
く
と
も
二
三
十
年
前
と
け
1
6
段
の
相
週

あ
そ
こ
は
村
道
だ
か
ら
打
が
補
修
す
る
で
あ
り
ま
す
。
股
疋
に
し
て
も
日
看

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　1

「
や
川
ば
絆
持
し
て
ほ
行
り
な
い
の
で
す
i
が
技
術
員
の
指
坤
を
欲
し
て
居
b
れ
る

　
御
飛
知
の
緊
縮
予
η
で
県
も
打
も
こ

・

れ
等
の
費
用
は
極
端
に
削
減
さ
れ
て
居

　

｛り
ま
す
。
爺
の
婁
か
を
穆
す

一
る
市
等
は
不
可
能
な
状
態
で
ご
ざ
い
ま

　一
す
の
で
此
の
点
獅
瑚
解
ド
さ
い
ま
し
て

少
く
と
も
受
持
杣
区
た
り
は
絶
え
ず
輪

ば
ん
制
で
も
般
け
て
F
祝
巡
察
を
石
い

小
障
唐
を
取
除
き
自
前
防
止
に
心
掛
け

て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
o

　
寿
仕
作
藁
が
問
題
に
な
つ
て
居
り

内

御
気
持
は
4
分
判
り
汗
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
そ
う
で
あ
れ
ぱ
あ
る

霧
尺
の
人
遼
も
忙
し
v
な
る
の
は

当
然
で
あ
り
ま
し
て
事
実
片
時
も
暇
等

な
い
の
で

あ
り
ま
す
。

　

ー
、
色
々
の
会
合
が
多
い
o

　

2
’
研
修
も
頻
繁
に
あ
る
。

　

3
、
小
肪
旧
業
務
も
多
ぐ
な
つ
た
。

　

4
、
試
戯
試
竹
等
が
Q
v
な
つ
た
。

　

5
、
文
間
柄
と
も
替
ふ
べ
き
色
力
の

＿

（田
代
村
羊
毛
加
工
場
）

コ
、
羊
毛
を
受
領
致
し
ま
し
た
ら
直
ち
に
預
り
罰
を
御
渡
し
致
し
ま
す
。

2
、
羊
毛
の
状
態
「
汚
損
、
瀬
気
含
有
、
強
度
等
」
に
よ
り
等
級
を
つ
け
全
て
標
準
原
毛
に
換
口
し
て
計
算
を
石
い
ま
す
。

3
、
計
算
の
結
果
過
不
足
が
4
じ
た
場
合
は
時
価
て
現
合
に
換
算
し
て
川
」
料
に
て
精
算
致
し
ま
す
o

4
、
若
し
原
毛
の
介
斌
を
還
元
さ
れ
る
こ
と
を
希
醜
の
力
は
そ
の
様
に
係
に
御
話
し
下
さ
れ
ぱ
出
来
る
だ
け
御
希
望
通
り
致
し
音
す

　
宿
口
虫
の
発
4
が
記
く
な
つ
た
。

G
、
自
己
担
灯
の
繋
肋
以
外
に
名
川

鴛
・
伽
婁
．
　
一

7
、
広
く
ハ
民
教
べ
ロ
ゼ
引
眼
り
出
さ

　
れ
r
伎
分
の
但
り
が
句
い
等

表

　　　　●

委託加工料金別表

こ
れ
が
現
れ
の
技
質
の
力
々
の
姿
で

す
。
当
局
と
し
ま
し
て
は
毎
月
節
川
原

地
区
を
五
1
1
東
部
地
区
を
ハ
日
と
日
を

1加n：料不er

！　一一
交換原毛同

U　420匁

蜘
側
硯
珊
蜘
別
蜘
卿
蜘
蜘
⑳
⑭
蜘
蜘
蜘
拠
獅
⑳
卿
側
四
70

加」伊を賊く蜴合

加丁川原毛踊

300匁

320

320

330

230

260

200

290

260

270

380

280

310

270

270

250

250

230

2｜｛〕

180

360

1〔〕0

40

360円

蜘
300

350

200

200

200

250

300　1

300

400

300

250

250

250

250

200

200

200

2｛JO

350

100

100

蝋位

1封

1枚

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

1足

〃

名品

羊　編　毛　糸

入人セータV衿

リクト

東　　衿

チヨツキ

．

巻

ラフ

爬

マ

　　ズボン下

婦人セーター

　カーデイガン

ト1コ
　　都オコシ

男了高校Kt用

　　中学tft用

女了高校4用

　　中学生用
ノ
1
学」zfi「4　4・　用

〃　r級Et用
4－（）オ　用

1－3オ　用
プ

下

袋

一ケ

靴

不

謙1駕｝鵬｝・一一準
色
料

副

t

4

月
各
部
粘
の
例
会
に
は
弦
術
n
を
派
遣

；
　
〈
c
W
と
に
致
し
て
居
り
ま
寸
が
こ
れ

と
て
な
か
く
う
ま
く
石
か
な
い
状
熊

で
あ
り
ま
：
D

　
？
〈巡
回
し
て
御
＝
に
か
か
る
x
が
川

来
な

か
つ
た
場
介
に
は
伸
絡
票
に
帆
い

て
ど
こ
か
寂
ん
で
問
く
か
札
と
し
て

認
て
巡
呂
§
曇
堕
桔

「￥
商
く
昆
致
し
て
お
り
ま
す
e

　
そ
こ
で
　
般
の
肯
川
に
お
願
し
た
い

ボ
は
佃
か
用
件
が
あ
る
場
合
に
は

　
A
　
子
ρ
の
便
て
も
よ
い
か
ら
必
ず

　
　
伸
絡
し
て
い
ん
だ
く
耶
。

　
1
　
e
e
き
物
で
開
に
く
う
那
は
祭
汕

　
　
回
答
を
求
め
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　　　

1

　
C
　
道
で
も
逢
つ
た
場
合
は
呼
び
止

　
　
め
てヅ
ご
と

　
D
拉術
員
の
’
n
う
た
獅
は
誠
意
を

　
　
も
つ
て
そ
の
通
り
し
て
い
た
た
く

　
　

ご
と

　

E
技
術
員
の
V
場
も
蓼
ス
て
い
礼

　
　
だ
き
人
1
6
を
巧
貢
し
て
い
た
た
く

禁
§
た
式
紅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
で
ど
う
で
お
た
る
和
の
考
は
御
「

　
　
万
か
し
ん
だ
力
が
よ
v
わ
な
い
l

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

　
　
か
、

　
　
職
員
等
も
多
い
次
第
で
す
か
．

　
　
ら
）

F
　
と
汀
つ
て
鰻
漱
は
人
ら
な
い
の

鞭雛
艘
携
類
難
旦

　
て
十
分
役
立
た
し
て
い
た
だ
v
こ

　
と

つ
て
そ
れ
に
止

つ
て
植
メ
．
○
川
く
す

れ
ば
尚
結
札
と
存
じ
ま
す
が
。

芦
π
た
か
一
つ
や
つ
て
見
て
ド
さ
い

ま
せ
ん
か
。

x
に
現
力
け
県
の
派
口
◎
早
生
麦
種
子
の
確
保

尚
こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
璽
に
皆
械
力

の
よ
い
お
勃
も
聴
か
し
て
い
た
だ
け
ば

華
と
存
じ
ま
す
。

◎
共
同
田
植
を
致
し
ま

　
し
よ
う

猫
の
乎
も
僧
り
た
い
忙
し
い
田
植
で

す
。
労
仇
の
合
則
化
、
無
臥
の
節
約

協
同
力
の
職
成
鱒
、
色
W
の
而
忙
於

　
て
共
同
川
柄
は
よ
い
郡
と
伯
じ
ま
す

　
二
三
年
来
皇
同
川
植
を
す
る
部
港

が
増
し
て
来
た
嫌
で
あ
り
ま
す
が
今

汀
も
叉
御
茸
助
θ
合
つ
て
行
く
と
宵

う
主
旨
の
も
と
｝
振
巡
め
て
い
た
だ
　

き
た
い
と
思
い
法
す
。
　
　
　
　
　
｝

　
今
迄
仁
や
b
れ
W日
た
し
か
に
一

　
　
に
つ
い
て

　
m
代
付
の
麦
は
例
年
敗
穫
時
に
雨
に

「

迩
つ
て
切
角
み
の
つ
た
実
を
腐
ら
し
た

り
発
郎
さ
し
ご
仕
加
い
よ
す
の
て
甲
生

職
の
弔励
を
し
て
間
り
の
で
あ
り
ま
す

本
年
W
早
生
甜
の
刊
寸
は
立
汲
に
鴛

ま
し
た
か
U
そ
の
方
々
け
小
し
て
も
Z

く
剤
零
礪
保
し
て
い
介
た
き
又
年
は

努
め
て
多
く
の
方
友
に
配
分
し
て
r
c
．
さ

い
ま
す
｝
御
願
い
申
上
ぐ
る
次
第
て
あ

了
ま
す
．

　
　
　
　
　
　
　
－
Y
e

一、

新
憲
法
下
の
民
事

　
裁
判

　
職
郁
中
か
ら
戦
後
に
か
け
て
、
打
会

の
治
安
が
乱
れ
、
粁
折
的
に
も
は
げ
し

い
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ヨ
ン
に
お
そ
わ
れ
て

い
た
時
代
に
は
、
民
小
々
件
は
比
吸
］

少
く
、
こ
と
に
凪
事
訴
訟
事
件
は
鰯
々

た
る
も
の
で
あ
つ
た
。

し
か
し
、
世
の
中
が
次
第
に
安
定
し
て

く
る
に
と
も
な
つ
て
、
事
仲
数
が
急
池

に
増
加
し
て
、
昭
和
二
九
年
度
に
は
百

二
十
三
万
件
、
民
事
蘇
訟
小
件
だ
け
て

も
十
四
力
五
千
件
と
な
つ
た
。

戦
前
の
匂
則
V
均
が
、
畢
々
仲
全
体

知
つ
て
置
き
た
い

憲
虫
と
裁
判
の
話

よ
か
つ
た
、
と
皆
の
声
で
あ
り
t
）
　
F
1
と
し
て
百
十
三
刀
件
・
蘇
訟
川
仲
だ
け

尚
吸
す
れ
ば
訓
か
諮
負
川
植
班
を
作
で
約
十
八
万
件
て
あ
つ
た
の
で
あ
る
か

村
會
議
員

一菖
の
代
嚢
、
」
王
L
先
覚
者
た
る
r
s

員
諸
氏
に
誠
仁
塒
越
て
は
御
座
居
ぱ
す

が藷
の
件
に
つ
き
御
考
服
賜
4
2
る
よ

う
切
※
に
堪
え
な
い
次
第
で
あ
り
ま
す

　
　
［
、
ム
村
の
飛
躍
的
産
業
発
展
の
根

　
　
本
寅
に
つ
い
て

「人
は
4
れ
な
が
ら
に
知
る
こ
と
を
欲

す
る
。
」
然
し
知
る
こ
と
け
茶
し
い
巾

て
も
あ
ρ
が
、
び
た
苫
し
い
こ
と
で
あ

る
。晒
茄
を
Y
；
s
う
ほ
ど
杢
α
買
う
人
け
少
な

い
。
た
え
ず
目
我
を
拡
大
し
て
ゆ
v
の

け
こ
の
小
熟
の
人
て
本
を
買
う
よ
り
煙

草
を
蹟
う
の
に
忙
し
い
人
は
モ
こ
て
▽
l
の
＄
と
脚
の
禍
兜
仇
に
づ
ぎ
な
い
。

ち
づ
く
ん
て
し
注
う
の
て
あ
る
。
　
　
　
r
の
制
目
党
師
伽
値
な
堀
状
に
利
尺
さ

（宅
伏
喬
佃
薪
「
人
の
一
4
」
の
一
節
一
ん
も
飽
き
L
ら
ず
先
盤
協
か
会
の
胴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

）
誠
に
味
け
う
べ
き
旨
嘩
て
け
あ
る
ま
一
上
L
て
優
口
魏
外
鹸
姦
れ
て
我
か

い
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
わ
の
飛
脚
的
所
孝
朋
苑
し
つ
さ
強
洞
さ

不
村
の
現
臥
も
こ
の
端
的
な
一
曾
に
て
一
れ
た
の
て
あ
る
か
柑
来
我
が
田
代
の
活

itい
つ≦
c
れ
．
い
る
よ
う
し
思
わ
4
1
殺
の
鍵
は
笑
し
こ
の
打
」
の
捉
集
レ
依

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
つ
こ
決
足
づ
る
の
て
あ
ろ
。

賢
朋
な
る
十
八
人
の
康
員
晶
氏
け
何
卒
一
こ
の
打
H
の
提
案
に
九
朋
を
点
ず
る
火

煙
昂
を
買
う
よ
り
本
在
買
つ
こ
貰
い
た
一
つ
け
役
ぱ
打
民
代
衰
者
光
る
瀧
員
諮
氏

レ
も
の
C
づ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
て
い
あ
る
法
S
か
．

卯
議
の
稟
皿
氏
も
遊
挙
の
前
に
「
入
い
一
県
下
に
聞
え
高
き
名
P
、
名
県
会

r
効
弥
し
亡
県
ψ
ト
努
力
づ
ハ
」
と
朋
康
員
、
こ
の
画
勇
将
の
村
L
賢
朋
な
る

に
要
請

舌
さ

れ
敦
し
た
が
騰
員
賭
氏
も
柴
M
さ

ん
以
上
に
勉
弛
さ
れ
智
紗
を
し
は
り
出

し
て
田
代
の
飛
細
的
発
展
に
解
決
の
哨

光
を
鈷
出
し
て
ト
さ
る
よ
う
切
紫
に
た

え
ま
せ
ん
。

　
先
づ
根
本
的
解
決
策
の
叩
挑
と
し
て

世
界
の
国
際
状
勢
に
通
じ
そ
れ
か
ら
し

一

て
日
本
の
川
芽
状
態
を
允
分
に
検
肘
し

勉
強
し
て
始
め
て
我
が
村
の
丙
業
針
岡

を
樹
M
す
べ
き
て
は
あ
る
ま
い
か
。

今
や
経
済
自
立
化
ぷ
動
が
擢
唱
さ
れ
て

よ
り
四
、
刊
年
も
な
る
が
末
た
本
柚
的

解
決
に
は
至
b
ず
右
往
左
仕
牝
口
な
が
ら

十
八
人
の
競
H
翼
、
こ
の
1
1
］
w
o
の
智

願
袋
に
よ

つ
て
祉
、
日
党
な
現
状
か
ら
U

覚
め
た
村
に
引
き
上
げ
て
下
さ
る
よ
う

蕊
一
同
祈
つ
て
摺
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。　

二
、
膏
年
指
導
の
徹
底

こ
9／

か
ら
の
農
民
は
丁
と
脚
の
仕
班
で

あ
る
よ
り
は
加
の
“
氷
に
切
り
控
え
て

行
か
ね
ば
な
る
ま
い
。
限
ら
れ
り
↑
ゴ
拙

か
ら

如
何
に
し
て
促
丙
力
嘉
嵩
度
に

高
め
る

か
と
云
う
こ
と
が
饅
ノ
辮
路
学

第
一
の
基
礎
条
件
と
言
え
よ
う
。

轡
4
1
の
「
舶
」
次
第
に
ょ
っ
て
川
代
の

将
来
の
趣
命
が
●
か
不
宇
か
の
幅
鰍
一
に

W
ん
せ
ら
れ
る
と
思
う
。

た
の
見
地
か
ら
し
こ
り
難
を
抑
し
切
つ

て
V
　
．
－
．
－
教
育
の
徹
庇
を
期
せ
ね
ば
九
ら

’
八
い
－
v
川
j
，
つ
⑲

冑
W
を
救
つ
こ
始
め
r
村
か
救
わ
れ
6

s’ な
ど
も
あ
る
が
、
判
決
一
し
賠
償
請
班
が

認
め
ら
れ
た
も
の
も
少
く
な
い
。

（
］
）
A
は
、
背
肋
刀
リ
∫
ス
で
あ
つ

た
の
ピ
、
窃
擁
の
宍
殿
者
と
し
⊂
ー
1
の

巡釘
石
川
に
沖
力
さ
れ
、
忙
川
間
に

わ
た
つ
て
坂
翻
を
受
け
、
そ
の
問
殴
ら

れ
汁
り
し
た
s
u
め
”
　
1
1
k
K
月
ほ
ど
粁
つ

て
か
ら
、
荊
状
が
悪
化
し
て
死
亡
し
た

A
の
月
は
、
国
に
対
し
缶
万
円
の
慰
謝

料禦
が
認
め
ら
れ
た
。

（
二
）
B
は
欝
官
隊
か
強
斑
殺
人
犯
人

逮
拙
の
た
め
’
犯
人
の
か
く
れ
た
家
に

ポ懲
・
い
わ
ゆ
る
国
羅
償
の
毘
（
三
）
F
等
の
四
暑
は
、
終
階
後

繍
曇
竃
選
耀
蹴
鑓
訓
竃
露

引
き
殺
さ
れ
た
と
か
、
警
察
官
が
犯
人
一
鼻
ユ
の
過
失
か
ら
r
r
i
命
、
財
珂
舘
に

姦
把
・
・
と
し
姦
つ
隻
・
頂
菱
た
と
云
・
劃
・
ら
、
e
e

ル
の
そ
れ
弾
に
当
つ
て
怪
我
を
し
た
と
　
自
一
万
円
な
い
し
三
〇
力
円
、
総
創
約

か
云
う
考
に
・
国
需
鼎
が
公
旦
四
o
o
力
円
の
腰
黎
藷
め
ら
れ

ら
、
そ
ろ
ノ
、
そ
の
水
ぷ
に
遼
し
た
至

の
と
云
え
よ
う
。

　
民
Ψ
裁
判
の
分
野
て
、
新
籔
に
な

つ
て
か
ら
霧
に
れ
巳
あ
た
い
す
る
皿
薗
b
れ
た
。

力
を
行
使
す
る
に
あ
た
り
担
納
を
与
ス

た
場
合
に
は
、
戦
前
は
、
賠
償
の
舗
求

を
す
る
恒
が
で
き
な
い
こ
と
と
さ
れ
て

い
た
。

　
し
か
し
、
新
霞
は
、
「
何
人
も
、

公
勘
鮭
の
不
法
行
論
に
よ
り
、
損
害
を

受
の
た
髄
似
、
払
仲
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ

り
、
国
又
は
公
敦
団
体
に
、
そ
の

賠
慣
を
永
め
る
こ
と
が
て
き
N
？
“
　
j
も

の
と
足
め
た
（
第
一
七
条
）
。
そ
こ
て

こ
れ
ま
て
担
官
賠
臓
の
話
求
が
で
き
な

か
つ
た
よ
う
な
於
務
貝
の
オ
法
行
為
に

対
し
て
も
、
国
や
公
共
団
体
を
相
才
と

し
て
斯
を
起
す
こ
と
が
て
き
る
こ
と
と

な

つ
た
。

　
新
瓶
法
施
わ
後
殻
山
ま
て
に
裁
判
所

ス
持
ち
出
さ
れ
た
こ
の
執
の
耐
は
、
二

百
件
に
近
い
。

そ
の
う
ち
に
は
、
請
永
が
認
め
ら
れ
な

一た
。

　
（
四
）
D
は
、
白
米
一
斗
五
升
を
入
れ

「㌻
コ
ッ
ク
サ
ソ
ク
竈
負
つ
て
い
た

玉
め
、
斡
習
か
ら
職
脅
閥
嘉
、

酬
は
経
孔
鋭
麓
昔
閲
に
［

百
で
・
国
に
対
し
勇
円
の
腰
旦

か
つ
た
ち
の
・
和
解
が
成
就
し
た
も
の
一
二

iσで
ロ
め
雲
い
か
、
単
に
士
脚
の
百
体
妄
れ
ぱ
訳
な
・
解
警
れ
方
、

み
の
過
重
巧
仙
は
強
制
労
切
－
J
i
孤
つ
L
i
－
J
思
う
。
　
°

も
過
自
で
け
あ
る
ま
い
。

木
て
あ
匂
。

　
然
し
始
め
ご
雲
甲
斐
の
あ
る
命

｝4
沽
即
ち
価
値
的
人
η
せ
迎
え
る
ご
と

［　kgY“
．
，
う
・

語
蹄
と
叢
は
予
算
の
問
腎
昆

1

求
が
認
め
ら
2
／
た
。

　
（
茄
）
れ
は
、
放
わ
究
で
爽
河
党
の
あ

る
幹
都
と
ざ
も
か
ヌ
ら
れ
て
、
紺
率
官

に
同
わ
を
求
め
ら
れ
、
駒
察
の
き
め
た

放
館
に
泊
め
ら
れ
た
。

網
日
に
な
り
人
ち
が
い
で
あ
る
こ
と
が

分
つ
た
が
、
と
も
か
v
、
公
衆
の
0
9
で

瞥
錐
値
ら
に
身
休
の
目
由
を
拘
康
さ
9
1

そ
の
や
し、

反
し
て
指
赦
、
写
翼
を
と
ら

か
た
こ
と
に
よ
り
精
神
」
の
志
痛
を
受

け
た
も
の
と
し
て
、
F
万
円
の
慰
謝
料

㎜叩
氷
か
認
め
ら

れ
た
。

　　、

新
憲
法
下
の
刑
事

　
　
裁
判

「撒
ぽ
謬
繰
購
顯

一切
の
払
の
逓
反
は
裁
判
所
に
ょ
つ
ヒ

判
断
さ
4
1
、
乱
判
を
通
じ
て
見
止
さ
れ

る
。閑

の
法
令
、
拙
方
目
治
仏
の
条
例
も
k

」根
本
の
問
題
ぱ
議
員
諸
氏
の
糊
、
“
川
何
一
列
川
に
よ
り
宿
法
L
’
・
い
致
し
て
い
る
や

一う
・一議

議
麟
纏

の
効
力
け
否
冗
さ
4／

た
の
で
あ
る
。

次
に
、
公
方
条
例
に
凹
す
る
サ
件
で
あ

　

帥
令
二
　
市
n
り
遼
反
川
W
と
（
う
の

ば
、
昭
和
一
臼
年
政
令
拠
　
一
1
1
号
「

」
か
1
1
川
阻
店
わ
労
処
川
令
‥
違
反
の

小
W
の
て
と
L
V
i
　
：
－
占
飢
1
1
的
服
’
2

処
嗣
令
」
は
占
働
卜
庫
合
国
最
高
司
令

官
の
B
本
国
政
川
に
対
す
る
指
令
の
趣

旨
雪
－
反
つ
る
右
為
に
対
し
一
定
の
範

囲
内
て
処
嗣
却
ろ
こ
と
五
副
め
た
所
訓

　
「
ポ
ツ
ダ
ム
宜
’
自
の
受
酷
に
伴
い
発
す

る
命
令
に
凹
つ
る
件
」
に
も
と
す
く
命

令
の
一
つ
一
て
小
る
。

占
飢
中
こ
の
政
令
に
遼
反
し
ん
か
ど
で

“
斯
さ

れ
ん
中
引
在
紺
和
条
約
発
効
に

よ

り
叉
菌
最
高
司
合
日
が
廃
止
さ
れ

ん
稜
い
か
に
取
扱
う
へ
き
か
に
つ
い
て

‖
、
「
ボ
ソ
ダ
ム
宜
貫
の
受
酷
に

什
い
発
づ
る
命
令
に
閣
つ
る
仲
に
基
く

杁
務
府
閃
佑
諸
命
令
の
譜
椴
に
関
す
る

法
律
」
在
制
足
し
、
右
政
令
鋤
三
一
山

男
を
酪
止
つ
る
と
呉
に
酪
甘
前
に
し
た

行
為
に
対
づ
る
則
則
の
揃
用
に
つ
い
て

ば
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
貿
を
足
め

ん
。し

か
る
に
叩
合
最
商
司
令
垣
の
「
ア
カ

ハ
タ
等
の
発
わ
停
止
」
「
貫
輪
及
び
新

聞
の
旦
巴
に
関
す
る
椙
令
覚
耽
静
に

強
反
し
ん
と
し
て
酬
和
発
狙
刑
に
起
勘

詑
を
s
に
つ
い
て
舗
醤
所
て

・

け
昭
和
二
↓
八
年
十
ご
月
十
六
日
の
入

法
廷
の
判
決
そ
の
他
一
池
の
判
決
で
硫

和
条
約
霧
孔
創
の
4
3
為
を
処
嗣
す

i
る
旨
の
知
定
絹
惣
払
三
九
条
叉
口
一
ニ

1一
駒
の
自
朗
が
朽
蜘
さ
か
汁
か
、
中
に
趣

一た
助巴
指
坤
さ
対
た
矩
会
示
威
4
1
此

一

纏
轍
嬬鴇
鯖
鵠
㎜
蟹

於
い
て
は
ぴ
団
示
威
河
鋤
雪
F
つ
い
て

一事
前
ビ
各
公
佐
蕗
会
に
刷
川
さ
せ
、

る
が

羅
・馨

膏
苛

褒
恭；

祉

1k
s
可
姦
り
毒
喬
の
蒲
を

騨
磐
肋
竃
翻
躍
課
に
よ
つ
［
、
解
決
さ
れ
る
ぺ
き
問
魑
、
け
哺
や
の
刹
巷
受
り
な
曇
な
ら
庁
一

諜
の
講
窪
せ
七
畜
憲
旦

塒

W籔
育
の
不
徹
底
目
誠
に
斑
慮
ー
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

堪
え
な
い
。

青
年
期
は
何
と
K
つ
て
も
煙
ひ
よ
り
は
一

ち
る
ま
い
か
。
　
　
　
　
　
　
　
F
。

　
a’

x
　
T
点
に
つ
き
哲
尉
ろ
一
巾
し
上
い
一
疲
令
一
，
二
五
只
透
反
巾
什
w
対
t
s
る
鍛

失袈
し
よ
し
‥
。

不
悪
御
容
赦
五
囲
い
ま
d
。

　
　
　
　
早
湘
部
浩
　
小
路
杵
吉

舗
灘
竃
撚
竺

：r
、
こ
の
巾
4
3
如
個
の
例
川
と
ー
　
t
r
と

川

κ
、
そ
の
n
反
者
に
刈
し
処
酬
互
定

め
た
集
例
も
制
冗
し
た
。

こ
れ
が
俗
ゼ
公
安、

条
例
と
い
i
れ
て
い

る
も
の
こ
品
ろ
．
　
　
（
以
ト
次
号
）

’

＿
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ー


